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Senescallus Normm汎niaeand ]ustitiα~rius Noγ符凶mnz，αe
under the N orman and Angevin Kings 
Akira TSUZUKI 
The purpose of this paper is to re-examine the roles of senescallus Norman-
niae (seneschal of N ormandy) and justitiarius Normanniae Gusticiar of N orman-
dy) in the king's government in e leventh-and twelfth-century Normandy. 
The delegation of royal and ducal authority in England and N ormandy after 
the N orman Conquest was the main problem the kings had to solve in the 
government. They developed the role of the officer who represented them 
during their absences from England or Normandy (or the other principalities 
after 1154). It is thought that by the reign of Henry I there existed a justiciar 
in England and a justiciar or a seneschal in N ormandy as the king's deputy in 
each country. 
In England there were many justit:必ri totius Angliae， including the great 
administrator， Roger， bishop of Salisbury， inthe reign of Henry 1， although their 
duties were not those as regents. Henry I， when he became king in 1154， 
appointed two justiciars， Robert， earl of Leicester and Richard de Lucy， the 
former of whom seemed to act as viceroy when the king was not in England. 
However， early in Henry I's reign， the title of justiciar of England did not mean 
the standing representative of the king. 
Also in N ormandy the similar process can be seen under the N orman and 
Angevin kings. In Henry I's reign， J ohn， bishop of Lisieux， who managed 
Normandy during the king's absence， may have been justitiarius totius Norman-
n必e，but the office would not have vested him with the power to control the 
duchy. Early in Henry II's reign， as in England， there were two justiciars of 
Normandy， Arnulf， bishop of Lisieux and Robert du Neufbourg， the latter of 
whom was also the seneschal of Normandy， and it seems that Robert du 
Neufbourg was given the title of seneschal of Normandy as viceroy. 
The justiciar of England， by the middle of Henry I's reign， attained the status 
as viceroy and head of royal administration through the extension of king's 
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jurisdiction and the enhanced activities of justitおriregis. However， inNor-
mandy， later in the reign William fitz Ralph， as seneschal of Normandy rather 
than justiciar， governed Normandy and supervised the Norman exchequer， and 
defended the duchy against Philip I， king of France during Richard I's long 
absence. My conclusion is that justitiarius Normanniae was neither the king's 
deputy nor the head of royal administration through the N orman and Angevin 
periods. 
はじめに
1192年 1月，十字軍遠征から題、ぎ帰還したフランス王フィリップIi!1:(Philippe I Auguste， 1180-1223) 
は，王領とノルマンディ公鎮の境界地に赴き，ノルマンディの諸侯と会談を行った。王の狙いは，彼が前
年イングランド王リチヤードI世 (Richard1， 1189…99) との閣で締結したメッシナ協約(1)に基づき， 1) 
チヤードと婚約をかわしながら20年以上も結婚に宝らぬままアンジュ一家側に留め寵かれている王姉のア
リスの返還と，ノルマンディの要衝であるジソル(Gisors)の城塞その他の引き渡しを，いまだ聖地にある
1)チヤードの不在の間に実現しようというものであった。同時代の…年代記 fへンリ I世事績録 (Gesta
Regis Henrici Secundi) j は，この交渉の模様を次のように怯えている。
「蜂誕祭後，フランス王フィリップは，襲ヒラ 1)ウスの祝日から八日後(1月初日)に，セネスカ
ルルス・ノルマニアエのウィリアム・フィッツ・ラルフ (Williamfitz Ralph) とノルマンディの有









ここでセネスカルルス・ノルマニアエ(セネシャル・オヴ・ノルマンディ) (senescallus Normanniae， 


















ルマンディ)の雷葉では，セネシャル・ド・ノルマンディ (Senechal de Normandie)の称号を有してい
たのだろうJ(7)と推論する。しかし他方カピター 1)ス・ユースティティアリウスが，セネスカルルス・ノ
ルマニアエと異なる官職としてーすなわちユースティティアリウス・ノルマニアエ(ジャスティシア・オ










第一に，へン 1)1 世 (Henry1， 1100-35)治世のユースティティア 1)ウス・トーティウス・アングリア
エ(justitiariustotius Angliae)は， 12世紀後半のイングランド財務府の実務審『財務府に関する対話
(Dialogus de Scaccario) Jに描かれるカピターリス・ユースティティアリウスと関…ないし向一系列の宮
職である。従って同王治世にカピターリス・ユースティティア 1)ウス職は存在した。










ウィリアム I世 (William1， 1066-87)治世に，ノルマンディにおける王代理ないし国王権力の代行者と
して挙げられているのは，王妃マテイルダ (Matilda)，ロジャ・ド・モンゴメ 1) (Roger de 
Montgomery) ，ロジャ・ド・ボーモン (Rogerde Beaumont)らであり (121 またマテイルダの補佐とし
て，ロジャ・ド・モンゴメ 1)，王子ロパート (RobertCurthose) ，ウィリアム・フィッツ・オズパーン(William
fitz Osbern)等の存在(13)が，諸研究者により指摘されている。この中でとりわけ注自に値するのは，ウィ
リアム・フィッツ・オズノ〈ーンである。彼は，オルドリック・ヴィターリス (OrdericVitalis)の f教会









用人物は f教会史iの別の箇所では， fノルマン人のダピフェル (dapiferNormannorum) Jとも形容さ




る。同時期のフランス王フィリップI世 (Philippe1， 1060-1108)の家政には，セネシャル (s釦邑chal)， 
ブテイエ(bouteiller)，コネターブル(connetable)，シャンブリエ(chambrier)，シャンスリエ(chancelier)
の五議の高位役人が置かれたといい(18)，イングランドにおいても，夕、ピフェル(セネスカルルス)は，カ
ンツェルラリウス(尚書) (cancellarius， chancellor)，マギステル・ピンツェ/レナ(首席獄酌官) (magister 
pincerna， master butler) ，マギステル・カメラリウス(侍従長) (magister camerarius， master 
chamberlain) ，テサウラリウス(財宝庫長) (thesaurarius， treasurer)，コーンスタビュラリウス(続長)
(constabularius， constable) とともに最上位の家政官職を成すことが， 12世紀前半の fコーンスティ












ると， L.ヴ、ァランが指摘したように， r教会史jの記述はセネスカルルス・ノルマニアエがへン 1)1世治
世に存在した摂拠とはなりえても{21)，ウィリアムIi佐治世にセネスカルルス・ノルマニアエが存在したか
否かについては， r教会史jの記述からのみ!f'lJ翫をですのは危険で、ある。しかしウィリアム・フィッツ・オ
ズパーンは，イングランドにおける王代理であったことが指摘されており (22L 上記史料においても f王代
理」と形容されているように，セネスカルルス・ノルマニアエという官職が制度的に確立していたかどう
かはともかくとして，同人が事実上の王代理として海峡の両側において活動したことは充分ありうる。






げる人物は， リジュー司教ジョン(John， bishop of Lisieux)である。 C.W・ホリスタは， I新しい行政
制度の創造者Jとしてのへンリ I世の治世の意義を論じた論文のなかで，へンリの重要な行政上の発明の
ひとつとして， I剖摂政需IJ(viceregencies) J (24)を挙げている。氏は，イングランドとノルマンディ，すな
わち「アンク冶・ノルマン王国J(お)に共通の統治制度の存在を強調するが，代理統治に関して蓄えば，イ
ングランドのソールズベリ可教ロジャ (Roger，bishop of Salisbury) (26)に相当するノルマンディの行政長
官が， 1)ジュー司教ジョンである。しかしホリスタは，単独の行政長官よりも，援数の聖俗語侯・家政投
入からなる「ノルマンディの王代理の核集出 (aNorman viceregal core group) Jの存在を指摘して，こ
れを王のノルマンディ滞在中は移動する宮廷に合流し，不在中は単独で「比較的問定的で専門的な人的構
成をもっ王代理法廷 (aviceregal court of relatively stable and expert membership) Jを形成するノル
マンディの中央苛政機関と捉えている。イングランドの関様のグループを指捧したのが，ソールズベ 1)司
教ロジャである。だがソールズベリ司教ロジャもりジュー可教ジョンも公的な行政官職 (an official 























司教ジョンとは却に，へン 1)1世治世において，時名のウォー 1)ク伯 (earlof Warwick) と向一人物と
推定されるロジャ・ド・ヌブール (Rogerde N eufbourg)がダピフェル・トーティウス・ノルマニアエ
(dapifer totius Normanniae)であったことを示す史料の存夜が指摘されている(問。ウォーリク伯ロジャ
は，以下に述べるように，へン 1)Ii佐治世にセネスカルルス・ノルマニアエで、あったロパート・テボュ・ヌ










スティーヴンの難い統治期間中に，ムーラン伯ウェイルラン (Waleran，count of Meulan)，レスタ伯
ロパート (Robert，earl of Leicester)の兄弟を始めとして，数名の王代理の存在が推定されている{問。
そのなかでウィリアム・ド・ルマール (Williamde Roumare)とロジャ・ル・ヴィコント (Rogerle vicomte) 















ンジュー伯事真において，セネスカルルス・アンテゃカ、、ヴィアエ(セネシャル・ダンジュ…) (sen escallus 
Andegaviae， senechal d' Anjou)が出現する。 1146-47年頃から1162年頃まで，ゴスラン・ド.I、ウール




年，ルーアンの法廷における訴訟が複数の審判人 (judex)・パイイ Cbaili刊 s)・ダピフェル(・ノルマニ
アエ)の面前で結審したが，同文書の証人欄の筆頭には， rダピフェル・ノルマニアエたりしレジナルド・







ているのは，ロパートデュ・ヌブール， 1)ジュー司教アーナルフ (Arnulf，bishop of Lisieux) ，エヴル一
司教ロトロウ (Rotrou，bishop of立.vreux)，ウィ 1)アム・ド・カーシィ (William de Courcy)，ウイン














in the constitutional history of Normandy) Jは， 1176年にやってくる。この年セネシャ/レ及ぴジャスティ
シアであったウィリアム・ド・カーシィが死去すると，ウインチェスタ司教 1)チャ…ドが指名された。ク






















はまずウィリアム・ド・サン・ジャン (Williamde Saint-J ean)に与えられ，次いでウィリアム・ド・カー
シィに授与された。 1176年には司職は再び河教(ウインチェスタ湾教リチヤード)に授与されるが， 1180 






























ディ征服後，その家政のセネスカルルスであったが(叫，長子アン 1) (へン 1)I世)による公領継承後は，





























ノルマニアエたりし国王法廷において， Robertus Piscis de Fulebecco は， Michaelisが修道院長た
りしプレオ (Preaux)の翠ベテロ教会に対し，エベーニュ (Epaignes)の教会に関する不当な要求を
放棄した0 ・・・以上のことは，国王法廷において，私ならび、に王のバロンの関席を持てなされたもの











(6) r同年 (1155年)修道院長Robertusは， コタンタンのサントメール・エグリーズ (Sainte-M色re
立glise)という村にある粉挽小屋の保有を，クタンス(Coutances)司教Ricardusに対する決関裁判







(7) I向年 (1155年)修道院長Robertusが， Sanctus Paternusの所領に関わる決闘裁判の実施を，モ



















bishop of Bayeux)とその他のユースティティアの面前で，以下の認定がなされた。すなわち Willel-













司教フィリップに対し， ドゥヴル (Douvres)の彼の土地を301)ー ヴル・アンジュー貨の担保とする，
と。なぜなら問Gaufridusもしくは彼の正式の相続人は，前記30リーヴルをパイユー弓教に返済する
ことになっているからである o • • • J (1154年)(57) 
(10)1ノルマンディ公にしてアンジュー伯たるアンリより， 1)ジュー司教アーナルフならびに Robertus
de Montefortiへ。汝らに次のことを命ずる。適法な人々による認定を，以下のことについて行わしめ


























がなされた。 IvoBosとRicardusfilius HerveiがCrisetotにおいて Locellaeの封地の一部として保




ラリウスの Ricardusde Hummetoがユースティティア・レギスたる時， Galfredus de Bruecourtと

























































ト・メール・エグリーズのヴイコントである私と，・・・その他若干名の面前で， Robertus N epos de 














































































































本は，同人が「全ノノレマンディの王代理 (vicedominus totius N ormanniae) Jであった， と記してお
り(851 調官職のうち，いずれかが王代理宮職であったとすれば，セネスカルルス・ノルマニアエがそうで
あった可能性が高い。一方 1)ジュー司教アーナルフは，ロパ…ト・デュ・ヌブールとともにマギステル・
ユースティティア・トーティウス・ノルマニアエ (magistrijusticie totius N ormannie) として巡剖裁判
の共同可宰を行っている(史料6)。これがユースティティアリウス・ノルマニアエと部ー官職であるとす
れば，同時期のイングランドで，ニ名のユースティティアリウス・アング1)アエーレスタ伯ロパートと 1)





















































































解は既に紹介した(96弘前記 fへンリ I世事績録jと f年代記j間の記述の相違もまた，ウインチェスタ司
教リチヤードの任務の特殊性を反映したものであるかもしれない。つまりウィリアム・ド・カーシィ死去
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(37) OV， vi， p.494，“Neustriae uero iusticiarios Guillelmum de Rolmara et Rogerium uicecomitem aliosque 
nonnullos constituerat， ilis precipiens facere quod ipse presens agere non poterat， iusticiam uid巴licetdiscoIis 
inferre， etpacem inermi populo procurare." 
(38) Haskins， op.cit.， p.92; Valin， Le Duc de Norma刀dieet sa Cour， Piec巴sJustificativ出 [Valin，PJと略記]，
p.261 (no. vi). 
(39)狂askins，0.ρ.cit.， p.91. 
(40)ハスキンズは，“iusticiamregis in Normannia conservante"を「ノルマンディの王のユースティティア織
を保宥せしjと解釈しているようだが，この場合の“iusticia"は管職ではないように思われる。 Cf.Regesta， i， p.
XXI. 
(41) J. Boussard， Le Comte d'Anjou sous Henri Plantegenet et ses F:的(1151…1204)(Paris， 1938)， pp.113-14.ア
ンジュ…伯に先行して，フランス王ルイ VI世 (LouisVII， 1137…80) ;が，アキテーヌ公女イ 1)ー ナとの結婚後，公家
政のセネスカルルスを公領における王代理へ転換している，という oJ. Le Patourel， 'The Plantagenet Dominions' ， 
History 1 (1965)， p.297， in: Feudal Em，がres，Norman a幻dPlantagenet.なおアンジューf自の役人に関する，より詳
しい研究史の検討は次の研究を参照。営松治憲?西欧ブルジュワジーの源流j(九州大学出版会， 1993年)， 148-76 
Ji:。
(42) Cf. Regesta， i， p.xxxv. 
(43) Ibid.， p.246 (no.665); Valin， P1. p.266 (no.x)，“… Testibus Reinaldo de Sancto Walerico qui dapifer 
N ormannie erat，…り、スキンズは， レジナルド・ド・サン・ヴアレリの(司法的)権限の大きさについて，アンジュー
のセネスカルjレスの影響を考えているようである。 Haskins，op. cit.， pp.146， 148.なお同人物については，第ニ主義
(II)のエヴル一司教ロトロウの項を参照。
(44) Haskins， op.cit.， pp.91-94， 99…100， 146-48， 163-66， 174， 180， 183-84. 
(45) Boussard， Le Gouvernement d'Henri I， pp.364-70. 




(48) Regesta， i， pp.xxxvi-xxxvii; Handbook， p.74. 
(49) R. Howlett， ed.， Chroni・Cles01 the Reigns 01 St，ψhen， Henry 11 and Richard 1， 4vols (London， 1882-86)， 
iv: The Chronicle 01 Robert 01 Torなni[以下Robert01 Torigniと格記J，pp.203-4，“Mense Julio， Robertus de 
N ovo Burgo， dapifer et iusticia totius N ormanniae， adversa valitudine tactus， gibbum cameli deposuit， 
videlicet innumeras divitias ecclesiis et monasteriis et pauperibus dividens; et ad ultimum in monasterio 
Becci， quod prae omnibus diligebat， habitum monachi sumens， per unum mens巴mibi poenitentiam fructuosam 
egit; et tertio kalendas Septembris hominem exiit，…" 
(50) Ibid.， Appendix: Extracts fr官 nthe Cartulary of Mont-Saint-Michel [Robert 01 Torigni， Cartularyと略
記J，pp.339…40 (no.35)，屯odemanno， inassisa apud Cadomum， cum Robertus abbas de抗onteSancti担ichaelis
conquereretur de J ordano de Sacchevill註，…diffinitumin plenaria curia regis， utpote in assisa ubi εrant barones 
iij. comitatuum Baiocasini， Constantini， Oximini， Abrincatini，… Hoc iudicium approbaverunt et confirmaver-
unt Robertus de N ovo Burgo， dapifer et iusticia totius N ormannie，.・ etali multi." 
(51) Haskins， op.cit.， Appendix H: Documents concerning Norman Courts， 1139…1191 [Haskins， Documentsと
， p.323 (no.3)，“Robertus de Novoburgo sinescallus Normannie archiepiscopo Rothomag巴nsiet episcopis 
Normannie et consulibus et baronibus et omnibus fidelibus Henrici regis Anglie salutem. Notum vobis fieri 
volumus quod Robertus filius Radulfi de Thaun Cadomo in curia regis coram me qui eram iusticia Normannie 
et coram baronibus regis Ricardo abbati et monachis Savigneii reddidit in pace ac dimisit et in manu abbatis 
posuit d巴cimasterre eorum de Thaun et quatuor acras terre， quas ips巴Robertuset fratres eius adversus 
abbatem et monachos antea calumniabantur et quas ipse abbas et monachi disrationaverunt in curia regis et 
coram ipso ad Danfront，…" 
(52) Ibid.， p.324 (no.5)，“Notum sit tam presentibus quam futuris quoniam in curia regis cum ego Robertus de 
Novobur・godapifer essem N ormannie Robertus Piscis de Fulebecco calumpniam suam de ecclesia de Hispania 
quietam clamavit ecclesie Sancti Petri Pratellensis tempore抗ichaelisabbatis…Et quoniam hec ante meam 
presentiam in regis curia et ante regis barones factum est，…" 
(53) Valin， PJ， p.267 (no. xi)，“R[obertusJ de Novo Burgo， dapifer tocius Normannie， Archiepiscopis， Epis帯
copis， Abbatibus， Comitibus， Baronibus， vicecomitibus et omnibus ministris et justiciis Henrici Regis Angl 
[orum]， Salutem. Sciatis quod cum Willelmus abbas Cadumensis conqueretur quod Anselinus de Caburgo 
multa que ad jus ecclesie Sancti Stephani pertinebant occupasse，recognitum est coram me apud Divam， per 
juramentum decem legitimorum hominum， presente abbate， e佼ti句ps叩oAnsおelm工nopresent民eet assentie叩nt白ec∞um 
f企ratibuおs[si化cJs荻剖uiset amicis， …
(伍54ω)Rob鈴erげt01 T01η1~注;ni， Cartulary， p.333 (no.9)，“Eodem anno， abbas Robertus dirationavit sedem unius 
molendini in Constantino pago， invilla que dicitur Sancte Marie Ecclesia， per duellum， contra Ricardum， 
episcopum Constanciensem; ad cujus feudum Robertus de Anslevilla volebat attornare predictum molen-
dinum， cum esset in feudo Sancti Michaelis. Et hoc fuit factum in assisa apud Karentun， inpresentia Amulfi 
episcopi Lexoviensis et Roberti de Novo Burgo， qui tunc erant magistri justicie totius Normannie." 
(55) Ibid.， pp.333-34 (no.10)，“Eodem anno， cum Robertus abbas vellet tenere unum duellum de honore Sancti 
Patξrni apud Montem Sancti Michaelis， etGuillelmus de Sancto J ohanne prohiberet ne bellum de honore 
Sancti Patemi duceretur extra ipsum honorem， idem abbas， inassisa， apud Danfrontem， ostendit hoc verbum 
Arnulfo，色piscopoLexoviensi， etRoberto de Novo Burgo， qui erant justicie regis， etconsideratione curie regis 
adjudicatum est quod omnes barones Normannie qui tenebant in capite de domino Normannie， sicut abbas 
Montis facit， possent， sivellent， omnia sua bella， etiam de remotissimis terris suis， adducere ad suam capitalem 
mansionem， etita abbas diracionavit quod posset， sivellet， omnia bella de tota terra sua ad Montem Sancti 
Michaelis adducere...." 
(56) Recueil， i， pp.264-67 (no.cliii); Valin， PJ， pp.268-69 (no.xiii)，“H.， rex Anglorum， etdux N ormannorum et 
Aquitanorum， et comes Andegavorum， archiepiscopis，episcopis， abbatibus， comitibus， baronibus， justiciis， 
vicecomitibus， ministris et omnibus fidelibus suis tocius Anglie et Normannie， salutem. 
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Concedo etiam recognitionem factam per juramentum decem legitimorum hominum， coram Roberto de 
Novobur・godapifero Normannie et alis ministris meis， presente abbate et Anselino presente et assentiente， 
cum fratribus suis et amicis de quibus abbas conquerebatur， quod portus Dive proprius est Sancti Stephani 
totus， cum omnibus consuetudinibus venientium et recedentium per mare… 
Recognitum etiam fuit， apud Rothomagum， coram Roberto dapifero et baronibus Normannie， quod... 
Recognitum etiam fuit coram Rothrodo Ebroicensi episcopo， dapifero Normannie， etcoram Philippo Baiocensi 
episcopo， etalis justiciis， quod Willelmus filius Gerowart et Rogerus filius Henrici et Rober加 sfilius Gislemer 




(57) Regesia， i， p却 (no.66);Recueilふpp.85-86(no.lxxxつ，“Henricusdux Normann[orum] et Aquit[anor-
um] et comes And[egavorum] A[rnulfo] Lexov[iensi] episcopo et Ric[ardo] de Haia dap[ifero] et omnibus 
alis justiciis suis salutem. Sciatis quod Gaufridus de Clintonia recognovit coram me in exercitu Tor・igneii，
quod ips巴posuitterram suam de Dovera in vadio Ph[ilippo] Baiocen[si] ep[iscopo] pro xxx libris And 
[egavensis] monete， donec ipse Gaufridus vel justus heres suus reddat predictas xxx libras Baiocen[si] ep 
[iscop]0…・"Richard de la Haie は，へンリ Ii廷の王家政の夕、ピフェルだった Robertd巴laHaieの息子であろ
う。 Cf.Haskins， op.cit.， pp.99-100， 146. 
(58) Regesta， ii， p.287 (no.782); Recueil， i， pp.40…41 (no.xxxivつ，"Henricus dux Normannorum et comes 
Andegavorum Arnulpho episcopo Lexoviensi et Roberto de羽ontefortisalutem. Mando vobis et precipio 
quod faciatis recognosci p巴rlegales homines， que sint ile que pertinent ad巴cclesiamSancti lmerii de rebus ilis 
quas Thomas de Ponte-Episcopi tenuit， etillam monachis de Becco bene et in pace et juste tenere faciatis. 
Teste Willelmo filio Ham[o凶s]. Apud Lexoviu乱"
(59)註 (33)参照。
(60) Recueil， i， pp.267叩86(no.cliv)，“H.， rex Anglorum， et dux N ormannorum et Aquitanorum， et comes 
Andegavorum， archiepiscopis， episcopis， abbatibus， comitibus， baronibus， justiciis， vicecomitibus， ministris et 
omnibus fidelibus suis totius Anglie et N ormannie， salutem. 
Sciatis me concessisse et confirmasse D巴oet Sancto Stephano de Cadomo et monachis ibidem Deo 
servientibus， pro salute anime mee， patris ac matris， uxoris， filiorum ac parentum meorum et antecessorum， 
quicquid rex Willelmus， proavus meus， vel rex Henricus， avus meus， ecclesie predicte dederunt et concesserunt， 
sicut carte illorum testantur， etquicquid rationabiliter tenuerunt tempore regis Henrici， avi mei， vel Willelmi， 
proavi mei， et quicquid datione vel emptione seu commutatione vel quibuscumque rationabilibus modis 
adquisiverunt temporibus illorum et meo… 
Testibus: Rothroco Ebroicensi episcopo， justic [iar匂]Norm[annie]， Philippo Baiocensi episcopo， Arnulfo 
Lexoviensi episcopo，… 
Apud Cadomum."設 (56)参照。
(61) Valin， PJ， p.270 (no.xvi)， "R[otrodus] episcopus Ebroicensis et R[aginaldus] de Sancto Wallerico， 
omnibus baillivis Henrici Regis totius Normannie， salutem. Sciatis quod recognitum fuit ante nos in Assisa， 
apud Baiocas， quod t巴rraquam tenuit lvo Bos in Crisetot， et terra quam t巴nuitRicardus filius Hervei in 
Crisetot de feodo Locellarum sunt de fi己odoSancti Stephani de Cadomo...."Locellaeの意味については不明。ま
たエヴル一司教ロトロウがレジナルド・ド・サン・ウ併アレ 1)と法廷の共同首宰をしている萩警がもう一通ある。そ
こではロトロウの称号は付されていない。 Haskins，Docum巴nts，p.326 (no.8). 
(62) Haskins， Documents， p.325 (no.6)，“N otum sit tam presentibus quam futuris quoniam cum ego R. epis-
copus Ebroicensis et Ricardus de Hummeto constabularius regis essemus iusticiarii regis， Galfredus de 
Bruecourt et Gislebertus de Bru日ncourtet Robertus filius 1¥在atildisin presentia nostra in plena assisia apud 
Rothomagum clamaverunt quietam imperpetuum presentationem ecclesie de Bruencourt Michaeli abbati et 
eccl田iePratellensi， de qua diu controversia inter eos fuerat.." Richard du Hommetはへン 1)I世治世前半の
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重要な腹心のひとりであり，その名前は同王の証委託人織に頻出する。
(63) Handbook， p.75; Recueil， introduction， p.476; R. W. Eyton， Court， Household and Itinerary 01 King 
Henry 11 (1878: Reprinted， Hildesheim， 1974)， pp.78ff. 
(64) Gesta， i， p.125，“… et Willelmus de Curci， justitia Normanniae， obiit eodem anno." 
(65)同人物については次の研究を参照。 C.Duggan，‘Richardof Ilch巴ster，Royal Servant and Bishop' ， Transac-
tions 01 the Royal Historical Socたわら 5thseries xvi (1966)， pp上 21.
(6)前節参照。他にもボールドウィンは，ウインチェスタ司教による改革が司法にも及んだことを示唆している。
Baldwin， op.cit.， p.221. 
(67) W. Stubbs，巴d.，Radulfi de Diceto Decani Lundoniensis Otera Historica， 2vols (London， 1876)， i， p.415， 
“Ricardus Wintoniensis episcopus regis patris tractaturus negotia transfretavit， inforensibus，巴tin his quae 
ducis Normannorum pertinent ad dignitatem， cura sibi totius Normanniae deputata. Qui cum in danda sit 
el日記mosinastudiosus， sic oculos ad hominum conditionem reflexit， ut misericors巴rgapauperes， et divitum 
facultates diligenter disquirens， diligentiam fiscalibus commodis impenderet exactissimam." 
(68) Ibid.， p.424，“おcardusWintoniensis episcopus， dum per annum et dimidium fiscalia diligenter recensens 
Normanniae praefuisset，duodecimo kalendas Aprilis in Angliam rediit." 
(69) Gesta， i， p.124，“… Et misit in Normanniam Ricardum Wintoniensem episcopum， et constituit巴umjus蜘
titiam N ormanniae loco Willelmi de Curci;..." 
(70) C. Johnson， ed. and trans.， Dialogus de Scaccari・o:The Course 01 the Exchequer， new edition (Oxford， 
1983) [Dialog，悶と略記]， p.17，“Verum ad dextram presidentis iustitiarii residet primo loco nunc Wintoniensis 
episcopus quondam Pictauensis archidiaconus ex officio quidem set ex nouella constitutione， ut scilicet 
proximus sit thesaurario et scripture rotuli diligenter intendat." 
(71) Ibid.， pp.26-28，“Discipulus. Si bene memini primus ad dexteram presidentis residet Wintoniensis epis“ 
copus， cuius officium in scaccario uellem protinus expediri. Magnus enim est et nisi magnis occupari non 
debet. 
Magister. Magnus est procul dubio et magnis intentus in multa distrahitur sicut in Tricolumni plenius est 
ostensum. Hic ante tempora 判官notionisdum paulo inferior in regis curia militaret， uisus est fide et industria 
regiis negotiis necessarius et in computationibus atque in rotulorum et breuium scripturis satis alacer et 
officiosus. Vnde datus est ei locus ad latus thesaurarii， utscilicet scripture rotulorum et hiis omnibus cum 
ipso intenderet. 
Discipulus .…Salua sit igitur reuerentia thesaurarii， hic uidetur‘eius dignitati derogatum quia non巴stsoli 
fidei ipsius per omnia creditum." 
(72) Ibid.， p.xx者述の冒頭に f王へン 1)I世の治世23年目に (Annoxxiii. regni regis Henrici secundi， p.5)J，と
記されている。
(73) Haskins， Documents， pp.327…28 (no.10); Valin， PJ， pp.271…72 (no.xviii)，“Ego Willelmus de Mara 
presentibus omnibus et futuris notam facio concordiam que facta est inter Robertum Nepot巴mde Turovilla et 
Gislebertum de Eudonis villa in assisia de Montfort coram iusticiis regis， me scilicet vicecomite Sancte Marie 
Ecclesie et …et quibusdam alis… 
Quo tempore Ricardus Wintoniensis episcop出 inNormannia post regem iudex erat et maior iusticia." 
William de Maraはここではヴィコントであるが， 1180年にポン・トドメール (PontAudem日r)のパイイであっ
た。向パヤージュ(ベイ 1)ウィック) (bailliage， bailiwick)には，サントメー/いエグ 1)ー ズのヴイコンテ(ヴがア
イカウンティ) (vicomt邑， viscounty)が含まれる。 Powicke，η'zeLoss 01 Norman砂， p.108. 
(74) rへンリ I食事績録jがロジャ・オヴ・ハウデン作であるとする今日の一殺的解釈については，都築彩「イ
ングランド王へンリ二世の武器保有法J[拙稿Bと略記]， r西洋史学J，第166号 (1992if'.)， 1-17支の8頁註 (5)に
挙げた諮研究を参照。
(75) W. Stubbs， ed.， Chronica Magistri Rogeri de Houedene，針。ls(London， 1868-71)[Roger 01 Howden， 
Chronicaと略記]， i， p.lOO，“Eodem anno obiit Willelmus de Curci， justitiarius Normanniae; cui successit 
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Willelmus filius Radulfi." 
(76) Haskins， Documents， p.328 (no.11)，“Omnibus ad quos presens scriptum pervenerit Willelmus de Mool 
miles salutem. Noscat universitas vestra quod ego Willelmus intuitu caritatis et antecessorum meorum 
remedio ecclesie Sancte Marie de Almanesches et monialibus ibidem Deo servientibus dedi et concessi .xxv. 
solidatas Andegavensium monete in feodo meo laicali apud Mool assignatas，… 
Actum est hoc apud Cadomum ad scacarium coram Willelmo filio Radulfi tunc Normannie senescallo， testibus 
his:…" 
(77) Valin， PJ， pp.273-74 (no.xx)，“Comitissa Ysabel omnibus ad quos presens scriptum pervenerit， presentibus 
et futuris， salutem. Universitati vestre notum facimus quod nos reddidimus et hac nostra cartaζonfir-
mavimus Deo et S.説.et Ecclesie Sancti Sydonii et担onachi(sic) ibi Deo servientibus illam terram quam 
Robertus de Eskekevilla habet apud Eskekevillam de feodo monachorum Sancti Sydonii sicut recognita fuit 
in assisia domini Regis Henrici， coram Willelmo filio Radulfi， Senescallo Normannie et coram multis alis 
justiciis apud Longam Villam， prece et petitione mea， per preceptum et vim domini Regis H [enrici] ，.
. sicut recognitum fuit per jusjur・andumdecem militum patrie et decem hominum Eskekeville coram 
Willelmo filio Radulfi， Senescallo N ormannie et coram multis alis justiciis in assisia domini Regis H [enrici] 
apud Longam villam ..."Ysabel は， Varenne伯夫人だという。
(78) Ibi・d.，pp.272-73 (no.xix)， "Universis sancte matris Ecclesie filis tam presentibus quam futuris Willelmus 
filius Johannis de京Testonain Christo， salutem. Universitati vestre notum facio quod ego Willelmus ecclesiam 
BeatεMarie de Mandevilla， pro Dei amore， in perpetuam elemosinam， cum omnibus ad eandem ecclesiam 
pertinentibus， in quantum ad me pertinet，日cclesieBeate Marie de Briwetona et canonicis in eadem ecclesia 
Deo servientibus， dedi et concessi et xiij sextaria frumenti de redditu terre mee de Siccavilla， quam terram 
concessi Wimundo Bono Satis et Ricardo nepoti suo et heredibus eorum coram Willelmo filio Radulfi tunc 
justicia Domini Regis in Normania[sic]， tenendam de predicta ecclesia et de prefatis canonicis eo tenore quod 
reddent eis annuatim in perpetuum predicta xiij sextaria frumenti，mense septembri… 







(85) Robert 0/ Torig叫 Continuatio Beccensis， p.324，官alendisAugusti， Robertus de N ovo Burgo， 
vicedominus totius Normanniae， vir magnae prudentiae et bonitatis， multatus infirmitate， factus est monachus 
Beccensisεcclesiae， sua omnia propria， quae magna fuerant， prius pauperibus largiter distribuens." (f 8月1
尽に，全ノルマンディの王代理であり，大いなる知性と有徳の人であったロパ…ト・デュ・ヌブールは病に留さ
れ，ベック修道院修道士となるとともに，その莫大な財産のすべてを貧しい人々に気前良〈分け与えた。J)
Continuatio Beccensis は1157-60年分の記録を収めており，ロノ〈ート・ド・トリニの 1年代記jの4援のマニュスク
リプトに現存するという。 Ibid.，preface， pp.xxxviii， xlii， lvi-lvii， lxv. 
(86)拠稿A，2， 19Ji参織。
(87) I可， 5， 23Ji参照。「摂政jとしてのマテイルダについては，以下の誇研究を参照。 Recueil，introduction， pp. 
169-70; M. Chibnall， The Em.ρress Matilda (Oxford， 1991)， pp.158-63.その具体的活動例として，史料鰯・闘に見
られるのと時様に，皇妃が司法命令の執行責任者を務める旨の定型文言を付記した証書…「もし汝らが成し得ない
場合は，余の母たる皇妃がなさしめよう (Etnisi f巴ceritis，domina et mater mea imperatrix faciat fieri， Recueil， 









(91) Recueil， i， p.108 (no.xiii)，“H.， rex Anglorum， etdux N ormannorum et Aquitanorum， etcomes Andegavor-
um， Etardo Pulcino， salutem. 
Precipio quod episcopus Baiocensis teneat in pace et quiete et libere leugatam suam de Cambremer， sicut 
jurata fuit tempore Gaufridi comitis patris mei et precepto ipsius， etsicut carta sua et mea testantur. Et si 
quis forisfecerit infra terminos qui nominati sunt in cartis nostris， predicto episcopo plenam justiciam sine 
dilacione facias. Quod nisi feceris， justicia mea Normannie faciat fieri. 
Teste Rob巴rtode N ovo Burgo. 
Apud Mirebellum in obsidione."本令状の発給地に， r攻問中Jとあるのは，当時王が弟のジョブロワの反乱鎮
圧にあたっていたためである。史料倒も同様。
(92) Ibid.， p.109 (no.xiv)，“H.， rex Anglorum， etdux Normannorum et Aquit註norum，et comes Andegavorum， 
Willelmo Filio Johannis， salut巴m.
Precipio tibi quod， ex quo Baiocensis episcopus te requisierit， videas forestas suas et facias recognosci 
quomodo fuerunt recognite tempore comitis Gaufridi patris mei et precepto suo， etsicut carta ipsius testatur. 
Et si quid injuste inde occupatum [fueritJ super eum， totum ei facias reddi， et in eadem defensione de vasto 
et venatione facias esse easdem forestas， inqua fuerunt melius et liberius tempore Henrici regis avi mei. 
Quod nisi feceris， justicia mea Normannie faciat fierI. 
Teste Roberto de N ovo Burgo. 
Apud Mirebellum in obsidione."これらの他に同様の事例として，以下の国王令状がある。 Ibid.，pp.115-16 
(nos.xxi， xxii)， 502-5 (nos.ccclxv， ccclxviii)， 514 (no.ccclxxxii). 
(93) Haskins， ot.cit.， pp.196-238. 
(94)ジョブロワ治世におけるユースティティアリウスの活動例については，以下の史料を参照。 Regesta，i， nos. 
53-57; Cf. ibid.， introduction， p.xxxviii.これら史料中には，ロパート・デュ・ヌブール (nos.53，56-57)，レジナ




の財務府の機能の完全な凶復の年であり得る， とする J・A.グリーン (Green)の見解に対する V.モスの評備に
ついて，次の研究を参照。 V.Moss，‘Normandyand England in 1180: The Pipe Roll Evidence' ，in: D. Bates and 
A. Curry， eds.， Eη!gland and Normand_アinthe Middle Ages (London， 1994)， pp.187-88. 
















ついては， R'V・ターナーが，そのまれな例として，ロンドンE司教となった Williamde Sainte-M邑re-Egliseを
取り上げている。 R.V. Turner， Men Raised Irom the Dust (Philadelphia， 1988)， p.21; Cf. D. Bates， 'The Rise 

















無だったことを意味するものではない。例えば， Assize of Armsについて拙稿Bを参照。また都築 彰fイングラ
ンドの fシェリフ審問jについてJ，r佐賀大学教育学部研究論文集J，第詩集第2号(I) (1991年)， 7 Jt設誌も参
照。
(106)ウィリアム・フィッツ・ラルブがセネスカルルス・ノルマニアエとして財務府を可察したことを明示してい
るのはノルマンディの財務府記録 (GreatRolls of the Exchequer)である。断片的にしか残っていないへンリ I
f出合世のそれらのうち， 1184年の記録には次の記載がある。 11184年，セネスカルルス・ノルマニアエのウィリアム・
フィッツ・ラルフの司撃により，カンにて(Annoab Incarnatione Domini MCLXXXIIII apud Cadomum， Willelmo 
Filio Radulfi， Senescallo N ormannie) 0 J T. Stapleton， ed.， M.筏gniRotuli Scaccarii Normann必esub Regibus 




の記述がある。 I(王へン 1)は)彼(Hugode Laci)をユースティティアリウス・ヒベルニアエに任命した(etconstituit 




りうる。しかしこの…節は， r :kf.代記jの原型と見られる fへン 1)I i!t李総録jには存在しない。この問題の解釈
は，註 (97)で述べた爾年代記の作成事情に関する筆者の見通しの問題とも関わってくると思われ，いずれにして
もその検討は他の機会に譲らなければならない。 Cf.Handbook， p.161. 
(付記1)本論文の概要は，イギリス中世史研究会 (1997年6Ji 12-13 B，北海道大学)で，またその一部は，西欧
中世史研究会 (1996年8月29-31B，熊本大学)で報告する機会を得ました。同研究会会員の方々に，記して感謝い
たします。
(付記2)本論文は，平成9年度文部省科学研究費補効金による研究成果の一部である。
